








15-3寸長期的な関係

これから数十年間に ヲ 発展途上国は比較的急速な経済成長を経験するだろうと広

く予想されています。 例えば， 世界銀行では 予 発展途上国は全体として年間 4 ～ 5

%の率で成長すると推定しています九このような長期的成長率は， これらの国々

の環境質にどのような影響を与えるのでしょうか。 もし， すべての技術的な要素が

成長の期間中不変に留まるとすればヲ 環境影響と損害は経済成長に沿って増大して

いくことでしょう。 しかし 争 技術的要素が一定に留まるとは思えません。 経済発展

は， 多くの変化をもたらします。 最も明白な ζ とは， l人当たりの所得の増加であ

り， 人々の所得が上昇するにつれて， 環境質を改善するため犠牲を払おうとする意

思も上昇していきます。 経済発展は 曹 通常雪 様々な構造的な変化もあわせて経験し，

しばしば？ より汚染傾向の強い産業をより弱い産業で置き換える方向に向かいます。

異なる国々を対象に曹 様々な環境質の指標と到達した所得水準との関係について

の調査が行われてきました。 目的は 曹 所得水準の上昇に応じて， 環境質変数にも一

貫した変化が生じるか否かを確かめるととです。 主な結果のいくつかを図15-2に示

しました。 これらは9 所得水準と環境質の「クロス ＠ セクション」分析によってい

ます。 すなわち， 所得水準が大きく異なる多数の国々における環境面の特徴を観察

し， もしそこに何か隠されている諸関係があるならば統計的方法によってそれを発

見するというものです。 実際に， 諸研究は？ 所得水準と様々な環境質の指標との隠

の関係をはっきり示しています。 図15-2では， 基本的に 3 つのタイプの関係がある

ことが注目されます。

1 所得が増加するにつれて着実に減少するもの；安全な水の不足や下水処理施

設の不備などがこれに該当します。 国の所得が増大するにつれ予 安全な水や下

水処理施設などを確保する余裕がでてくるものと思われます。 これらはまた，

人々の所得が増加するにつれてそれに対する支払意思額が高まるという意味で

正常財でもあります。

2 所得とともに最初は上昇するが， やがて減少するもの；これには p 粒子状物

質とS02が該当します。 このパター ンが生じる原因はおそらく， 工業的発展

の早期においては大気汚染が悪化するものの， 発展が続げば， よりクリ ー ンな

産業に向けてシフトが生じるとともにヲ いまやより豊かとなった国民からの環

境管理に対する需要が増大することによるものでしょう。

3 所得増に伴い着実に上昇するもの；これには？ 一人当たりの都市ごみや

C02排出量が該当します。 前者は事 所得の増加に伴う物質的生活水準の向上

の反映ですし， 一方， 後者は 事 発展に通常伴う化石起源のエネノレギーの需要増

の結果です。

資料1：バリー・C. フィールド著、秋田次郎・猪瀬秀博・藤井秀昭訳 『環境経済学入門』（日本評論社　
2002年、 pp. 340-342）
Barry C. Field, Environmental Economics: An Introduction, McGraw Hill, 2012 pp. 407-409. 
Copyright © 1997, 1994 by The McGraw-Hill Companies, Inc. Reproduced with permission of 
McGraw-Hill Education.
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